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人はなぜ
都市をつくるのか
本書は、広島市を流れる太田川と対話しつつ、水辺のデザインに取り組んだ
風景学創始者とその弟子たちの記録であり、まちづくりの冒険譚である。

桑子敏雄東京女子大学特任教授・東京工業大学名誉教授
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　顧みますに、東工大社会工学の設計・研究チームが広島いりした昭和五一年四月といえば、山陽新幹線が博多まで全通
したばかり、河川法には環境の言葉は見当たりませんでした。それから、四三年の歳月を経たいま、広島市が高く掲げた

『水都ひろしま』の旗印は、大阪、東京、北九州など全国の都市に希望をあたえました。( 中略）　「水の都ひろしま」は砂持加勢
いらいの長編物語です。「山紫水明」のことばを残した頼山陽を産み育てた広島。その河川史を遡れば、雁木に刻まれた戦前の
広島市民と太田川の絆はもとより、戦火の傷の癒えぬ戦後に構想された沿川緑地、そして戦前から戦後にかけ、永い展望を
もって実現された太田川放水路事業、戦災復興事業、太田川高潮対策事業、水の都整備構想、水の都ひろしま、等々、これらの
どれを欠いても現代の水の都はありません。（中村良夫   本書「はじめに」より）


